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　設定来の基準価額の推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

 8,000

 9,000

 10,000

 11,000

 12,000

 13,000

 14,000

 15,000

 16,000

 17,000

 18,000

23/12/28 24/5/28 24/10/18 25/3/17 25/8/7 26/1/5 26/6/2 26/10/26

（億円）（円）

純資産総額(右軸)

分配金再投資基準価額(左軸)

基準価額(左軸)

※基準価額は1万口当たり、作成基準日現在、年率1.562％（税抜1.42％）の信託報酬控除後です。

※分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したものです。

※グラフは過去の実績であり､将来の成果を示唆または保証するものではありません。

ROBOPROファンド
追加型投信／内外／資産複合

 基準価額 14,999 円

 純資産総額 4,517.8 億円

　騰落率

1ヵ月前 3ヵ月前 6ヵ月前 1年前 3年前 設定来

分配金再投資基準価額 1.04% ▲0.79% ▲0.76% 5.40% 　　 － 60.44%

※騰落率は、1ヵ月前、3ヵ月前、6ヵ月前、1年前、3年前の各月の月末および設定日との比較です。

※分配金再投資基準価額の設定来騰落率は、1万口当たりの当初設定元本との比較です。

※当ファンドは、各資産の投資比率が変動するため、ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないことから、

特定のベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

※基準価額は1万口当たりです。

　最近5期の分配金の推移

2024/06/19 100 円

2024/12/19 200 円

2025/06/19 200 円

2025/12/19 200 円

2026/06/19 200 円

設定来合計 900 円

　ポートフォリオ構成比率

株式 0.0%

(内外国株式） (0.0%)

(内先物） (0.0%)

99.0%

1.0%

99.4%

10 銘柄 

マザーファンド組入比率

投資信託証券

短期金融商品その他

組入銘柄数

※マザーファンドを通じた実質比率です

（マザーファンドの組入比率を除く）。

※分配金は1万口当たり、税引前です。

運用状況等によっては分配金額が変わる場合、或いは分配金が支払われない場合があります。

当レポートは13枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（1/13）  553175
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　ROBOPROマザーファンドの状況
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ROBOPROファンド
追加型投信／内外／資産複合

※各比率はマザーファンドの純資産総額に対する比率です。

（出所：Bloombergデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

米国株式

42.1%

先進国株式

19.3%

新興国株式

1.2%

米国債券

8.3%

ハイ・イールド

債券

1.6%

新興国債券

10.5%

不動産

15.0%

金

1.5% キャッシュ

0.5%

＜資産別構成比率＞

＜資産別構成比率の推移（月次）＞

＜組入上位5銘柄＞

銘柄 資産クラス 比率

1 バンガード・トータル・ストック・マーケットＥＴＦ 米国株式 42.1%

2 バンガードＦＴＳＥディベロップド・マーケッツETF 先進国株式 19.3%

3 バンガード不動産ＥＴＦ 不動産 11.3%

4 ｉシェアーズＪＰモルガン・米ドル建てエマージング・マーケット債券ETF 新興国債券 10.5%

5 バンガード・トータル債券市場ＥＴＦ 米国債券 8.3%

※組入銘柄は、上位5銘柄もしくは全銘柄を記載しています。

※各比率はマザーファンドの純資産総額に対する比率です。

（出所：Bloombergデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

当レポートは13枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（2/13）  553175
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　ご参考(1)

 

ROBOPROファンド
追加型投信／内外／資産複合

※騰落率は作成基準日と前月末との比較です。

（各資産については現地前営業日の終値ベース）

※投資対象資産クラスおよび主な参考ETFは、作成基準日

現在のものであり、今後変更になる場合があります。

-6%

-4%

-2%

0%

2%

4%

6%

当
フ
ァ
ン
ド

米
国
株
式

先
進
国
株
式

新
興
国
株
式

米
国
債
券

ハ
イ
・イ
ー
ル
ド
債
券

新
興
国
債
券

不
動
産

金 【ご
参
考
】
ド
ル
円
為
替

0

100

200

300

400

500

21/10 22/10 23/10 24/10 25/10 26/10

金

不動産

ハイ・イールド債券

新興国債券

米国債券

※作成基準日の5年前の月末を100として指数化したものです。(月次データ、円換算ベース)

＜直近5年間の主な参考ETFの推移＞
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（出所：Bloombergデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

＜当ファンドと投資対象資産クラスの月間騰落率＞

投資対象資産クラスと主な参考ETF
・ 米国株式

　 バンガード・トータル・ストック・マーケットＥＴＦ

・ 先進国株式（除く米国）

　 バンガードFTSEディベロップド・マーケッツETF

・ 新興国株式

　 バンガードＦＴＳＥエマージング・マーケッツＥＴＦ

・ 米国債券

　 バンガード・トータル債券市場ＥＴＦ

・ ハイ・イールド債券

　 ｉシェアーズｉＢｏｘｘ米ドル建てハイイールド社債ＥＴＦ

・ 新興国債券
　 ｉシェアーズＪＰモルガン・米ドル建てエマージング・マーケット債券ETF

・ 不動産

　 ｉシェアーズ米国不動産ＥＴＦ

・ 金

　SPDR
®　

Gold MiniShares Trust

＜主な参考ETFの騰落率＞

１年前 5年前

2025/10/31 2021/10/29

　米国株式 14.5 % 132.1 %

　先進国株式 19.4 % 114.5 %

　新興国株式 5.5 % 75.4 %

　米国債券 2.0 % 36.8 %

　ハイ・イールド債券 3.8 % 63.0 %

　新興国債券 2.5 % 48.8 %

　不動産 10.2 % 43.0 %

　金 -0.9 % 199.0 %
※騰落率は作成基準日と1年前、5年前の各月の月末との比較です。

(円換算ベース)

当レポートは13枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（3/13）  553175
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　ご参考(2)

　ファンドマネージャーのコメント

＜投資環境＞

株式市場では、先進国市場がもみ合いからやや軟調な値動きとなる一方、新興国市場は下落しました。先進国市場では、上旬は米国の

追加利上げ観測が後退したことなどから堅調に推移しました。しかし中旬は、一部のAI関連企業の信用力に対する懸念が高まったこと

に加え、AI関連企業による投資の回収可能性を巡る懐疑的な見方が再び強まったことなどから、株価は調整しました。下旬は、大手生成

AI企業が上場を申請したことが好感されたことなどから、株価はやや値を戻しました。新興国市場では、中国の7-9月期の実質国内総

生産（GDP）成長率が前年比4.5％にとどまり、内需の弱さが改めて意識されたことに加え、世界的にAI関連株が調整色を強めたこと

などから下落しました。

債券市場では、米国の各年限の国債利回りが低下（価格は上昇）しました。上旬は、前月までの利回り上昇の流れを引き継ぎ、10年国

債利回りが一時5.3％台まで上昇しました。しかしその後は、AI関連株の下落などを背景に投資家のリスク回避姿勢が強まり、月末にか

けて利回りの低下が鮮明となりました。この結果、10年国債利回りは4.9％台で月末を迎えました。

為替市場では、ドル/円相場は小幅な値動きに終始しましたが、月間ではやや上昇（円安・ドル高）しました。円安是正に向けた日米両政

府の協調姿勢が引き続きドル/円の上値を抑えました。一方で、原油価格の堅調な推移を背景とした輸入企業のドル買いに加え、デジタ

ル赤字の拡大や個人の対外証券投資など構造的な円売り需要が下支えとなり、ドル/円は底堅く推移しました。また、AI関連株の下落を

受けてリスク回避の円買いが強まる場面もありましたが、その影響は限定的でした。

＜運用経過＞

10月のAI予測（8つの資産の将来のリターンに関する予測）では、米国株式や不動産の見通しが相対的に高位となった一方、金や米国

債券の見通しは低位となりました。また前回との比較では、先進国株式などの見通しが改善した一方、金や米国債券の見通しが後退しま

した。これを受けた投資配分では、米国株式や先進国株式などへの配分が増加した一方、米国債券などの配分を減らしました。その結果、

株式資産は60％を超えて2025年10月以来の高水準となるなど、前月に続いて積極姿勢を強めた構成となりました。

なお、資産規模拡大に伴う流動性の確保や運用の安定性向上のため、今月よりハイ・イールド債券を投資対象とするETFを1銘柄から2

銘柄に増やしました。今後も必要に応じて、他の資産クラスについても複数のETFを組み合わせた運用に移行していく予定です。
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※リスク／リターン

• 日本株

TOPIX（配当込み）

• 米国株

S&P500種指数(配当込み、円換算ベース)

• ROBOPRO

2020年1月15日から2023年12月27日までは

ROBOPROの実績パフォーマンス（運用手数料控除前）、

2023年12月28日からはROBOPROファンドの実績

パフォーマンス（信託報酬控除後）を繋ぎ合わせた運用

パフォーマンス。いずれも年率1.562％（税込）の

信託報酬支払いを考慮したもの。

• ROBOPROの運用開始日(2020年1月15日)の前日を

100として作成基準日までを指数化して算出しています。

• 左記のROBOPROと日本株、米国株を組合わせた

ものは、それぞれ50％ずつ資産配分したと仮定した

シミュレーションであり、当ファンドのパフォーマンス

ではありません。

• リターンは算出期間の累積リターンを、リスクは変化率

（日次）の標準偏差をそれぞれ年率換算して算出して

います。

（出所：FOLIO、Bloombergデータを基にＳＢＩ岡三アセットマネジメント作成）

＜バランスのとれたリスク／リターン＞

※ 今後の運用方針等は、将来の市場環境の変動等により変更される場合があります。また、市場環境等についての評価、

分析等は、将来の運用成果を保証するものではありません。

ROBOPROファンド
追加型投信／内外／資産複合

当レポートは13枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（4/13）  553175



　ファンド情報

設　定　日 2023年12月28日

償　還　日 2045年12月19日

決　算　日 毎年6月19日および12月19日（休業日の場合は翌営業日）

　ファンドの特色（1）

ROBOPROファンド
追加型投信／内外／資産複合

当レポートは13枚組です。最終ページの「ご注意」を必ずご覧ください。（5/13）  553175



　ファンドの特色（2）

ROBOPROファンド
追加型投信／内外／資産複合
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　投資リスク（1）

ROBOPROファンド
追加型投信／内外／資産複合
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　投資リスク（2）

ROBOPROファンド
追加型投信／内外／資産複合
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　お申込みメモ

ROBOPROファンド
追加型投信／内外／資産複合
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　ファンドの費用

ROBOPROファンド
追加型投信／内外／資産複合
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日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

（金融商品取引業者）

池田泉州TT証券株式会社 近畿財務局長（金商）第370号 ○

永和証券株式会社 近畿財務局長（金商）第5号 ○

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 関東財務局長（金商）第2251号 ○ ○ ○ ○

株式会社ＳＢＩ証券 関東財務局長（金商）第44号 ○ ○ ○ ○

株式会社SBIネオトレード証券 関東財務局長（金商）第8号 ○ ○

ＯＫＢ証券株式会社 東海財務局長（金商）第191号 ○

岡三証券株式会社 関東財務局長（金商）第53号 ○ ○ ○ ○

岡三にいがた証券株式会社 関東財務局長（金商）第169号 ○

おきぎん証券株式会社 沖縄総合事務局長（金商）第1号 ○

香川証券株式会社 四国財務局長（金商）第3号 ○

九州ＦＧ証券株式会社 九州財務局長（金商）第18号 ○

京銀証券株式会社 近畿財務局長（金商）第392号 ○

きらぼしライフデザイン証券株式会社 関東財務局長（金商）第3198号 ○

ぐんぎん証券株式会社 関東財務局長（金商）第2938号 ○

寿証券株式会社 東海財務局長（金商）第7号 ○

大熊本証券株式会社 九州財務局長（金商）第1号 ○

大和証券株式会社 関東財務局長（金商）第108号 ○ ○ ○ ○

中銀証券株式会社 中国財務局長（金商）第6号 ○ ○

南都まほろば証券株式会社 近畿財務局長（金商）第25号 ○

ひろぎん証券株式会社 中国財務局長（金商）第20号 ○

PayPay証券株式会社 関東財務局長（金商）第2883号 ○

益茂証券株式会社 北陸財務局長（金商）第12号 ○

松井証券株式会社 関東財務局長（金商）第164号 ○ ○

マネックス証券株式会社 関東財務局長（金商）第165号 ○ ○ ○ ○

三菱ＵＦＪ eスマート証券株式会社 関東財務局長（金商）第61号 ○ ○ ○ ○

めぶき証券株式会社 関東財務局長（金商）第1771号 ○

楽天証券株式会社 関東財務局長（金商）第195号 ○ ○ ○ ○

野畑証券株式会社 東海財務局長（金商）第18号 ○ ○

（登録金融機関）

株式会社あいち銀行 東海財務局長（登金）第12号 ○ ○

株式会社秋田銀行 東北財務局長（登金）第2号 ○

株式会社イオン銀行（委託金融商品取引
業者：マネックス証券株式会社）

関東財務局長（登金）第633号 ○

株式会社池田泉州銀行 近畿財務局長（登金）第6号 ○ ○

株式会社ＳＢＩ新生銀行(委託金融商品
取引業者：マネックス証券株式会社)

関東財務局長（登金）第10号 ○ ○

商号 登録番号

加入協会

　販売会社について（1）

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次販売会社が含まれる場合があります。

※株式会社ＳＢＩ証券は、一般社団法人日本STO協会にも加入しております。
※大和証券株式会社は、一般社団法人日本STO協会にも加入しております。

ROBOPROファンド
追加型投信／内外／資産複合
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　販売会社について（2）

受益権の募集の取扱い、投資信託説明書（交付目論見書）、投資信託説明書（請求目論見書）及び運用報告書の交付の取扱
い、解約請求の受付、買取請求の受付・実行、収益分配金、償還金及び解約金の支払事務等を行います。なお、販売会社に
は取次販売会社が含まれる場合があります。
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日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商品

取引業協会

株式会社愛媛銀行 四国財務局長（登金）第6号 ○

株式会社沖縄銀行 沖縄総合事務局長（登金）第1号 ○

株式会社鹿児島銀行（委託金融商品取
引業者：九州ＦＧ証券株式会社）

九州財務局長（登金）第2号 ○

株式会社北九州銀行 福岡財務支局長（登金）第117号 ○ ○

株式会社紀陽銀行 近畿財務局長（登金）第8号 ○

株式会社京都銀行 近畿財務局長（登金）第10号 ○ ○

株式会社京都銀行（委託金融商品取引
業者：京銀証券株式会社）

近畿財務局長（登金）第10号 ○ ○

株式会社三十三銀行 東海財務局長（登金）第16号 ○

株式会社滋賀銀行 近畿財務局長（登金）第11号 ○ ○

株式会社静岡銀行 東海財務局長（登金）第5号 ○ ○

株式会社荘内銀行 東北財務局長（登金）第6号 ○

株式会社大光銀行 関東財務局長（登金）第61号 ○

株式会社但馬銀行 近畿財務局長（登金）第14号 ○

株式会社中国銀行 中国財務局長（登金）第2号 ○ ○

株式会社東京スター銀行 関東財務局長（登金）第579号 ○ ○

株式会社東和銀行 関東財務局長（登金）第60号 ○

株式会社トマト銀行 中国財務局長（登金）第11号 ○

株式会社富山第一銀行 北陸財務局長（登金）第7号 ○

株式会社名古屋銀行 東海財務局長（登金）第19号 ○

株式会社西日本シティ銀行 福岡財務支局長（登金）第6号 ○ ○

株式会社肥後銀行（委託金融商品取引
業者：九州ＦＧ証券株式会社）

九州財務局長（登金）第3号 ○

株式会社広島銀行 中国財務局長（登金）第5号 ○ ○

株式会社北都銀行 東北財務局長（登金）第10号 ○

株式会社北海道銀行 北海道財務局長（登金）第1号 ○ ○

株式会社三井住友銀行（委託金融商品
取引業者：SMBC日興証券株式会社）

関東財務局長（登金）第54号 ○ ○ ○

株式会社みなと銀行 近畿財務局長（登金）第22号 ○ ○

株式会社宮崎太陽銀行 九州財務局長（登金）第10号 ○

株式会社もみじ銀行 中国財務局長（登金）第12号 ○ ○

株式会社山口銀行 中国財務局長（登金）第6号 ○ ○

株式会社山梨中央銀行 関東財務局長（登金）第41号 ○

商号 登録番号

加入協会
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　ご注意

・ 本資料はＳＢＩ岡三アセットマネジメント株式会社が作成した資料です。購入の申込みに当たっては、投資信託説明書
（交付目論見書）をお渡ししますので必ず内容をご確認のうえ、投資判断はお客様ご自身で行っていただきますようお
願いします。投資信託説明書（交付目論見書）の交付場所につきましては「販売会社について」でご確認ください。

・ 本資料中の運用実績等に関するグラフ・数値等はあくまでも過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証
するものではありません。また、税金、手数料等を考慮しておりませんので、投資者の皆様の実質的な投資成果を示す
ものではありません。

・ 本資料の内容は作成基準日のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、市況の変動等により、方針
通りの運用が行われない場合もあります。

・ 本資料は当社が信頼できると判断した情報を基に作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありま
せん。
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